
中東情勢の不透明感で80ドル台前半
NY原油先物相場は、1バレル＝80ドル台前半まで切り返す展開になった。改めて米国とイランの対立激

化が警戒され、供給不安の織り込みで底堅く推移した。ホルムズ海峡開放の見通しが立たず、8月5日の

74.24ドルをボトムに切り返している。イエメン武装組織フーシ派がサウジアラビアの石油施設を攻撃

していることも、原油相場を押し上げた。しかし、8月12日に発表された国際エネルギー機関（IEA）

と石油輸出国機構（OPEC）の月報で2026年の世界石油需要見通しが引き下げられたことを受け、上値

を抑えられ、80ドル台では伸び悩む展開になった。

ホルムズ海峡は事実上の封鎖状態にある。イランとオマーンが同海峡の航路設定で合意したが、イラン

は海峡の開放は別問題との立場を崩していない。イランは海峡開放の条件として、米国とイスラエルに

対して戦時賠償を求める方針を示した。一方、トランプ米大統領は逆にイランに対して賠償を求める方

針を示しており、米国とイランが合意に達する見通しは立っていない。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（8月7日時点）は、原油が前週比1,742万バレル増、ガ

ソリンが97万バレル減、石油精製品が1万バレル減となった。
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【現状確認】
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中東情勢で揺れ動く、米国とイランの対立激化だと底堅い

2

【展望】

中東情勢に強く左右される地合が続く。イランとオマーンが

ホルムズ海峡の航路設定で合意したことは大きな前進だが、

同海峡が開放される見通しは立っていない。イランはホルム

ズ海峡の支配権を主張し続けているが、米国は自由航行を主

張しており、両国の歩み寄りがみられるか否かが焦点になる。

トランプ米政権は8月14日、前例のない経済措置を準備して

いることを明らかにした。新たに強力な経済制裁などが発表

され、米国とイランの対立が一段と激化すると、供給不安の

織り込みで90ドルに迫る可能性もある。ホルムズ海峡が開放

される見通しが立つまでは、瞬間的な急伸リスクを抱えた地

合が想定される。

一方、原油相場は乱高下を繰り返しつつも、徐々に値位置が

切り下がってきている。今後、改めて大規模な軍事衝突が発

生し、供給不足が深刻化するとの見方には、懐疑的な見方も

根強いことが窺える。国際エネルギー機関（IEA）月報では、

7～9月期には日量180万バレルの供給不足が発生するものの、

年末までには供給過剰に転じるとの見通しが示されている。

また、IEAは2026年の世界石油需要が前年比で日量160万バ

レル減少するとの見通しも示している。前月から需要見通し

を日量51万バレル引き下げており、「供給ショック」を「需

要ショック」が相殺することで、原油相場の上昇余地は限定

されよう。

もちろん、ホルムズ海峡が開放される可能性を高める動きが

みられると、70ドル台中盤まで下落する可能性もある。短期

的には実現可能性は低いが、パキスタンなど仲介国の調整に

成果がみられ、米国とイランから前向きな声明などが出され

ると、原油相場は戻りを売られる可能性が高まる。中東情勢

に一喜一憂する展開が続く見通しだ。
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